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談話の構造におけるスラブ語の指示詞の

照応機能について

三谷恵子

本論ではいくつかのスラブ語において照応の機能をもっ指示詞が，文連続としての談

話が有意味な言語テクストとして成立するために果たす機能について考察する o

照応に関してはこれまで， (1)文の枠内での照応表現の現われ方の研究， (2)同一指示と

いう観点からの研究， (3)談話構成の観点からの研究，が試みられてきた。 (1)は特に生成

文法において，当該言語の文法規則から文内照応の文法的適格・不適格性がどう導きだ

されるかが研究されてきた。 (2)については言語哲学的立場から，意味論的アプローチが

試みられてきた 1)O また(3)は文文法から談話文法へと古語研究の対象が拡張されるに

従って注目されてきた領域である O

特定の名詞(句)ではなく，先行する文連続の内容を受ける照応 (r文脈照応Jとする)

の仕組みを考えることは究極的には人間の談話構成能力を問うことである O その際，あ

る特定の雷語に特有の照応のパターンがあるかどうか，という問題も重要な意味を持つD

そこで，本稿では文脈照応がスラブ語においてどの様に実現されているか，という点を，

その際照応表現の中心となる指示詞の文法的・語用論的機能に注目しながら考察するo

本稿の考察の順序はつぎのとおり:

I テーマおよびハイパーテーマについて。

H 指示詞の種類と文法的機能。ロシア語，セルピア・クロアチア語，スロヴェニア諾

の指示詞の体系について。

町 テーマ・ハイパーテーマの照応の階層的区分と指示詞による照応を巡る問題につい

て。

I テーマおよびハイパーテーマ

談話の構成をモデル的に考えるために，いくつかの用語を設定する。

テーマ (T)およびハイパーテーマ (HT) :有意味な発話の単位としての個々の文には最

低一つのTがある，とする。ここでいう Tには次のような非形式的な定義を与えて置く o

即ち，文のTは，文を一つの情報単位としたとき，情報の中核となる命題的内容で，間

有名詞によって指名される特定単一の対象のこともあるし rAがBであること J と言

うような定言文，あるいは rAがDすること J r AがCにMをあたえること」のような，

表層の表現に近い形の命題となることもある。…つの文に 2つ以上のTが含まれてよく，

このとき T聞に，一方が他方を内包する，というような論理的階層的関係があってもよ

いし rxであること J と ryがZであること J のように T同志は直接関係を持たなく

てもよい。
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一谷恵子

このとき，文連続からなる談話のレベルで「ハイパーテーマ HT J を想定することが

できる O これは複数のTを含む，あるいは複数のTを結ぶ，より上位の談話構成の意味

の単位と考える2)0 H Tは階層的であってよい。すなわちいくつかの文のTを統括する

HTがあり，その上位にさらに複数の HTを統括するより上位の HTがあり……という

形で談話が形成される o H Tは上位になるに従って抽象化・一般化されることが有り得

るO 逆に TがHTに組み込まれるプロセスにおいて個別化，具体化するプロセスは無い

ように思われる O

HTは予め用意されていることもある。場合によっては明示的に示される (iこれこ

れについて今から語るJ，というように)0 

新聞記事の見出しはしばしば， H Tを象徴的に表現している O 逆に，話者自身も明確

に意識していないときもある口話者が自由な想起に基づいて語るとき，時として地滑り

的な話の脱線的展開が生じる O この場合の HTは刻々移りゆくものである O とはいえ，

一定の想起の連鎖が存在し，なんらかの，より上位の統括的な HTが存在すると考えら

れる。

談話を構成する全ての文のあらゆる TがHT形成に寄与すると考える必要はない。 H

T形成にきわめて重要なTがある一方で 挿入的な， H Tとの関連性に置いてきして重

要でないTがあってもよい。また，発話の文連続の通りにTが線形に結ばれるわけでは

ない。従って，開き手はT聞の関連性 TとHTの関連性を考慮しなければならない。

談話(テクストといってよい)の展開に不可欠なのは話者による新たなデータニ文の追

加である O 開き手はこれを現象・事実の報告，話者の評価(価値判断，非難，賛同，共

感，賞賛など)，話者自身の見解などを区別しながら受け取る O 語られる内容が事実の

報告か，評価かはしばしば述語の意味や形式(様相など)によって示される O

T.HTのリンク :HTの理解には T同志あるいは T，H Tがどうリンクされるかを把

握することが必要である。リンクにおいて重要な指標となるのは接続詞や副詞，それに

賄応表現である O

草壁:本論では前提 presuppositionという言葉を，文・談話を理解する上であらかじめ

聞き手，話者の双方において共通に理解されているさまざまな事柄，の意味で用いる O

従ってここで言う前提は経験論的な性格を持つ。これはまた いわゆる Griceの会話の

共同原則 (thecooperative principle)でいうところの慣習的合意 (conventionalimplica-

ture)および非慣習的/会話上の合意 (non-conventionallconversational implicature)と近

い意味を持っと考えもよい3)O ここには，語られる事柄の背景(社会的，あるいは話者

の個人的)，談話が生成される必然性を生じさせる状況，一般的常識，さらに当事者に

おいて文の発言以前に自明ななんらかの約束ごとなどが含まれる。こういった前提なし

には，談話の中で与えられる言語情報，文の要素に含まれる内容は「前提」とは見倣さ

ない。

また，合意 (implication)という言葉はある発言，文，命題などが与えられたときにそ

こから推測できる事柄，明示的には示されていないが必然、的に帰結される命題などを指

すものとする O
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談話の構造におけるスラブ語の指示詞の照応機能について

言語知識:文を適切に作成・理解するためには最低限，言語の知識(辞書的および文法

的知識)が不可欠である。

T/HTの理解が話者・聞き手の問のもっとも重要な課題である。開き手は，話者の

作成する文を，言語知識に基づき，前提および先行文脈までに与えられた談話の言語情

報を参照しながら理解する。さらに様々なリンクの目印によってT/HTの展開を把握

する O このように， T/HT理解の中心となるのはT/HT聞のリンクであり，ここに

おいて照応関係は極めて重要になる O

E 

H-O この章ではいくつかのスラプ語における指示詞の体系と機能分布について概観

する。スラブ語には指示詞が基本的に近遠の意味対立に基づく 2項体系をなす言語(例

えばロシア語:3TOT /3Ta/3TO : : TOT /Ta/TO;ブルガリア語 T03H/Ta3H/TOBa

OH3H/OHa:川 /OHOBa) と，一人称=話者，二人称=聞き手，三人称=第三者という人

称の対立)に対応した 3項体系をなす言語(例えばにセルピア・クロアチア語 ovaj/ 

ova / ovo : taj / ta / to : onaj / ona / 0110)に別れる O ここでは前者の例としてロ

シア語，後者の例として南スラブ語に属するセルピア・クロアチア語，スロヴェニア語

を取り上げてそれぞれの指示詞の文法的特徴と機能を見る。

指示詞には直示と照応の機能がある O これをそれぞれ DIX，ANAとし，語葉素として

のそれぞれの指示詞は 13TOT]ITOT] ; lovajJ Itaj] ; ItaJ Itisti]のように表すす。

形態・統語論的にみて指示詞は，単独で用いられる指示代名詞(日本語の「これ・そ

れ」にあたる)，名詞又は名詞句 (N/ NP)に限定詞として付加され，この連辞的結合が

先行詞の N/ NPの照応形となる指示形容詞 (rこの，このような」など)，時・空間や

様態に関わる指示副詞 (rこのようにJ rあそこで、J) に区別される O

指示形容詞が用いられる場合，指示詞と共に用いられる N/NPによって，指示対象あ

るいは指示の範時は明示的に示される O このとき， N/NPは1)先行詞と同一の語葉;2) 

何らかの代替表現，のどちらかである O 後者はさらに a)先行詞の表現の，辞書的な類

義語;b)先行詞の指示対象に対し，より上位の概念，範鴫を表す表現(個人名から「こ

の人J r藩識が咲いている O この花は……」のような) ; c )先行詞の指示対象，指

示範時の属性を表す表現，ただしこの属性は文脈においてのみ関連づけられる，のいず

れかになる。

先行文脈・談話の一部もしくは全体，あるいは直前の文の内容に対応する場合，即ち

T/HTに対する照応形であるとき，指示形容詞と共に用られる N/NPは新たに採用され

る表現である O

指示代名詞の形態は指示形容詞の中性単数形と同形となる。従ってこれはロシア語

rs.で 13TO].セルピア・クロアチア語 s-h.lto]，スロヴェニア語 sl.で ItoJであるO

ANAとDIXの基本的な違いは， DIXの場合，指示対象が話者の眼前に存在すること

がその基本的な使用環境となるのに対し， ANAは文脈の中に指示対象が存在する点で

ある O 指示詞の純粋に直示的機能は，聞き手の意識に，今日の前にある特定の対象を新
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たな“語るべき対象"として喚起することにあると考えられる4)。しかし一方， DIXによっ

て指示される対象が必ずしも新たに喚起されるものであるとは限らない。すでに話題化

された，ある対象への再言及である場合もある:

201) CTen b ! r .lle-TO 3a OB pa rOM .llopora K HeH. BO-OH H.llyT BOJlbl， 6y.ll TO Ha 
MeCTe Ton可yTC兄 HeT，C旧.lla BaM HE'凡 b3兄. nOlJCMy 3TOT My)K可 HHa Ha Moero 

CblHa noxo以?MO)KE'T 6blTb， 3TO OH ?日凡H TOT， KOTOpbl前.llOJl)KeHBCTpeTHTb 

MeH冗 H n pOBO.llHTb ? 

[A. KHM， JlOTOC， 53] 

これは瀕死の母親が目の前の人物(息子)を指して言う場面である。この場合の指

示代名詞 3TOはDIX/ANAの双方を果たすと考えられる。上に述べたような，目の

前にある対象を新たに喚起する=談話の構成要素として取りあげることが，最も基本

的な直示の機能であり，その対極に純粋の照応=完全に文脈上の操作があるとすると

き 2つの極の聞にはおそらく，連続的な，双方の機能の重複する範囲があると考え

られる O 話者の日の前に直示すべき対象が存在しないとき，指示詞の機能は純粋の意

味で直示では有り得ないが，それでも直示的な指示で有り得ることがあるし，逆に先

行詞が先行文脈に明示的に存在しない照応の場合もある(話者の意識の中にのみある，

というような場合) 5) 0 

証一 1 ロシア語の指示調

ロシア語で指示詞 (YKa3aTe.J1bHbleME'CTOHME'HHble CλOBa)と呼ばれるものには，

3TOT， TOT， TaKO抗 TaKOBO抗 (ycTap，o中日U)，TaKOB (B 3HalJeHHH cKa3yeMOrO)， 

3KHH， 3KO前 3TaKH抗 (pa31¥)，ceH， OHbl抗 (ycTap.);CTOJlbKO， HaCTOJlbKO ; 3.lleCb， 

TaM， TyT， Ty.lla， oTTy.lla， nOToMY，日03TOMy，3aTeM， oTToro， Tor .lla， TaK 3TaK 

(pa3r.) 3.llaK (pa3r.)がある6)。

これらの指示詞は [3TOT]- [TOT]に代表されるように 2項体系をなす:

202) BOT 3TOT CTyλY.l106HE'e.一月 B03HMyBOH TOT KOCTlOM7). 

ロシア語においては， DIX -ETOTとDIX-TOTの対比は語義的な差異に反映される。

このとき，発話の意味を変えずに相互を入れ換えることはできない。一方， ANAとし

ては 13TOT]が優先的，中心的に用いられ， [TOT]は直前の N/NPより速い位置にある名

詞(句)を指示する場合，先行詞の媛昧さを避ける場合など，特定の状況で 13TOT]と

の対比において用いられる:

203) Eme  O.llHa Tpy.llHOCTb : 60JlblllHHCTBO pa60可HXMeCT KOTopble MO)KeT 

npe.llλO)KHTb UeHTp， - B .llepeBHHx. 3TO HE' Bcex yCTpaHBaeT. HanpHMep， K 

n pHC3.lly a pM兄HCKHX6C)KeHUCB 6bI.nH nO.llrOTOB凡E'Hbl .llOMa B .llepeBHe， 

口pOTon凡eHbl ne可H，npHrOTOB.J1eHa E'.lla， HO Te ye3)KaJlH TyT)Ke OHH  6blλH 

HaCTpoeHbl Ha rOpO.llCKylO pa6c)Ty 

IOrOHeK No. 31 1990] 

さらにもう一つ困難があります O 中央が提供できる働き場所の大部分は田舎なので

す。これは誰にとっても都合がいいというわけにはいきません O たとえばアルメニア

ハUつわ】



談話の構造におけるスラブ語の指示詞の照応、機能について

からの難民の到着に備えて村にアパートを用意し，暖炉を暖め食べものを用意しまし

たが，彼らはすぐにでていってしまいました。町の仕事をしたがっていたのです。

つまり ANA-ETOとANA-TOTの対立は機能分布上の対立であり，このとき 13TOTj

が中心的. ITOTjが補助的，周縁的位置にある O

H-2-1 

次にセルピア・クロアチア語，スロヴェニア語の指示詞についてみるo

セルピア・クロアチア語，スロヴェニア語の指示詞は共に 3項体系をなす。その格形

態を taj，taを例に表 1に示す(ただし dlは双数，スロヴェニア語のみ)

表1

s-h sl. 

M. Z S M Z S 

sg. N taJ ta to ta ta to 

G. toga， tog te toga， tog tega te tega 

D. tom (u/e) tOJ tom (u/e) temu teJ， tI temu 

A. Nまたは G tu to Nまたは Gto to 

s tim/time s tom s tim/time s tem s to s tem 

し u tom (u/e) u tOJ u tom (u/e) v tem v teJ， tI v tem 

dl. N. ta tl tl 

G. teh 

D. tema 

A. ta tI 

s tlma 

し v teh 

i pl N. te ta te ta 

G. tih teh 

D. tlm tem 

A. te te ta te te ta 

s tIm， tlma s teml 

し u tim (a) v teh 

これらの指ホ詞は，話者=1人材、に近いものが lovajj-[tal (この).聞き手=2人

材、に近いものが Itajl-[tistij (その).話者・聞き手から速いもの=3人材、が [onajj-

[onij (あの)と割り振ることができる。とはいえ，この 3項対立はあくまでも話者が対

比を意識している場合に有効であり，そうでなければ対立は不明瞭になる O このとき，

例えばセルピアクロチア語の [ovajjと[tajjはほぼ同等の意味で(互換可能)用いられ

る8)O
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1-2-2 

スロヴェニア語の指示詞 (kazalnizaimki)は3項対立になる o[ta]: : [tisti]: : [oni]と，

対立の項のない tak，taksen， tolik， toliksenに分けることができる O すべての形式に助詞

leが前世，又は後置される強調形がある:le-ta ; le-tisti ; le-oni ; tale ; tistile ; onile. 

DIXでは話者からの距離によって近 [ta];中近 [tisti];遠 [oni]と使い分けられる9)O

204) Ne tista hisa na nasi levi， temvec ona tam zadaj je dolocena na otroski vrtec. 

私達の左のあの家ではなく，向こうの後方のが保育関に予定されている O

205) Tam za onimi hribi je moja rojstna vas 

あの山の向こうに私の生まれた村がある口

ANAでは [ta]が中心的で，他の 2つは補助的に用いられる o [tisti]. [oni]は関係代名詞

で導かれる関係文の先行詞として機能する:

206) Voliteve naj bodo postene in demokraticne Pod to zveneee geslo se ze lep eas 

podpisujejo vsi . tako吐註i工 kibi radi oblast samo izbirali， kot QÐ1~ls.L_u~， da bodo 

izbrani. [DELO 17. 03. 1990] 

願わくば選挙が公正で民主的であるように O この鳴り響くスローガンのもとで皆

が署名するのだ，政権を選ぶのを心待ちにしている人も，選ばれることを望んでい

る人も O

[oni]や [tisti]は，また，指示対象の呼称を挙げたくない，あるいは挙げたくても知ら

ない，などの場合に用いられる 10)O

207) Kdo je ta elovek ? To je tisti one， saj veS kateri， ki je veasih za sosedovo punearo 

postopa1. 

あれは誰だい? ありゃ ほれ 何時だったか隣の娘に言い寄った例のよ。

208) Kdo pa hoee govoriti z mano? Saj veS， tisti. 

イ本誰が私と話したいって?ほら，あの人よ O

また，ス口ヴェニア語では名詞(句)を先行詞とするとき， 3人材、の人称代名詞に

替えて指示形容詞が用いられる 1])

209) s1. Nekoc je zivel kmet. Ta je imel tri sinove.. 

cf. s-h. lednom je zivio jedan seljak. On je imao tri sina... 

かつてある百姓がしミた O 彼には三人の息子があって……

このような指示詞の使用はチェコ語などにも普通に見られるが12) 標準的なセルビ

ア・クロアチア語では少ない O

1-2-3 

セルピア・クロアチア語の指示詞 (pokaznezamenice)はovajtaj onaj ; ovakav， takav， 

onakav ; ovoliko toliko onolikoのように体系的な 3項対立をなす O この言語では [onaj]

と[taj][ovaj]が主たる機能において対京する O つまり，照応機能としては後二者が中心

的で前者は周縁的であるO

指示代名詞 [to][ovo]は等しく文脈照応において用いられるが，使用頻度から言えば

[to]に主たる役割が宛てられていると考えられる O ここでも [to][ovo]の表す差異は基本

つμつω



談話の構造におけるスラブ語の指示詞の照応機能について

的な機能のそれではなく，話者の，言及することがらに対する心理的距離感の違いと

して捉えられる O 即ち， lovo]は指示対象，あるいは言及することがらについて話者が

何か知っている場合，取り上げることがらが話者にとってより身近なことであること

を示唆する場合用いられ易いのにたいし， Ito]においてはそういった主観的なニュアン

スはキャンセルされる 13)O

1-2-4 

以上がセルピア・クロアチア語，スロヴェニア語の指示詞の体系とその機能につい

ての概略である O これを簡単にまとめると表2のように表すことができる:

表2

DIX 

談話の

参与者に

一一一一 一

話者に近
近

遠

遠

s-h. 

ovaJ 

taJ 

onaJ 

sl. 

ta 

tistl 

OnI 

ANA s-h. sl. 

ovaJ ta 
中心的
taJ 

tIsti 

周縁的 onaJ OnI 

結局，三項体系をなすセルピア・ク口アチア語やスロヴェニア語でも主たる機能分

布に注目すると 2項の対比で表せることになる。そこでこれに，先に述べたロシア語

の指示詞の体系を加えると表 3の様になる:

表 3

DIX rs. rs. s-h. sl. 

テクストの 訪者に近 ovaj ta ovaJ ta 
近 3TOT 中心的 3TOT

参与者に 遠 taJ tIstI taJ 

tisti 

遠 ITOT onaJ OnI |周縁的 TOT onaJ OnI 

E 

m-o 前章で明らかにした口シア語，セルピア・クロアチア語およびスロヴェニア
語の指示詞がどのように T'HTの照応で用いられるかを以下に具体例で見ながら整

理していく。

指示詞の照応機能は Tあるいは HTから次の Tへのリンクを実現する O このリン

クによって，語られた T.HTは次の Tに組み込まれる O そこでこのリンクは， (1)リ
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ンクの元であるものは何か，ということと， (2)リンクの元の内容が， リンク先の文へ

どう組み込れるか，という 2方向の関係によって捉えられる。

m-l 

まずは)の点について考えてみる O 先に述べた T.HTの階層性と平行的に，指示詞

の照応する先行表現にも階層的に次のような談話の構成単位が考えられる 14)

(1)直前の文のTの一部。

(2)直前の文の T全体。

(3)直前の文のTを含む複数のTを並列的に含む HT 0 

(4)直前の文脈の内容からの帰結として得られる HT 0 

(5)指示詞の前後を含む文脈において語られる HT 0 

m-l-l 

Tの一部とは次のものを指す:

a )直前の文のTを構成する名詞あるいは名詞句， b) 産前の文のTを構成する述部，

述語動詞，動詞句などo

a )先行詞が名詞(句)である場合， 3人材、の人称代名詞と指示詞が照応形として

可能である O ロシア語やセルピア・クロアチア語では人称代名詞が最も普通に用いら

れ，スロヴェニア語では人称代名詞に替えて指示形容詞がときに用いられることは先

に指摘したとおりである 15)O ところで，次の例301)ー303) に見られるように指示代名

詞が先行文のTを構成する名詞(句)の指示対象の照応形となることがある:

301) s-h. Moida ste kandidat za moidani udar ? Nemojte odmahivati rukom jer ste 

mladi -to vise nije bolest rezervirana za starije osobe. 

IDAN AS 10. 04. 1990] 

あなたは脳溢血の候補では?とんでもない，若いのだから，などといわないで。

これはもはや高齢者専用の病気ではないのだから O

Ito : = moidani udar] 

302) sl. Sovjetska zveza je po 73 letih imenovala svojega veleposlanika v Vatikanu.主旦

je 53-1etni Jurij Karlov， ki je magistriral s tezo Pravna vprasanja sodelovanja Vatika駒

na v mednarodnih odnosih. 

IDELO. 14. 04. 19901 

ソ連は73年を経た後にヴァチカン大使を任命した。それは53才のユーリ・カルロ

フで，国際関係に於けるヴァチカンの関与についての法的問題で修士号をとってい

る。

303) rs. )KaHp aHTHceMHTKO抗JIHTepaTypblnono凡H川 C河 ew.eO，llHHM npOH3BeλeHHeM. 
3TO Co6blTHe npo山江o6bl He3aMeyeHHblM aKa，lleMHyeCKHM MHpOM， ec乃H6bl He 

O，llHO ne可aλbHO06CTO兄TeJlbCTBO: aBTOp KHHrH caM冗B乃兄eTC河口pe，llCTaBHTeλeM

3Toro MHpa. KHHra HanHcaHa MaTeMaTHKOM 可JleHOM- KoppeCnOH，lleHTOM 

AKa，lleMHH HayK CCCP YI. P.山a中apeBHYeM(……) . MeTO，ll， KOTOpblM口0凡b3yeTc兄

Wa中apeBHYB “Pyco中06HH，"只仏M げ C河 HacaMOM ，lleJle napO，llHe(1 HaλorHKy. 

3TO中aHaTHyeCKa兄 KHHra，nO.JJ同日 npOH3BO乃bHblXyTBep)/{，lleHHH， a ee 

‘，llOK a3a TeJl bCTBa"一日pHMepblH UHTaTbl. IMH No. 16 22.04. 1990] 

A
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談話の構造におけるスラプ語の指示詞の照応機能について

反ユダヤ主義のジャンルにまた一つ作品が加わった O この事件は，ある嘆かわし

い事情がなければ学界では注目されないままであったかも知れない。この本の著者

自身がこの世界を代表する人物なのであるo 本をかいたのは数学者でソ連科学アカ

デミー準会員のI.R.シャファレヴイッチで(……)シャファレヴイッチが「ロシア

嫌い」のなかで用いた手法は論理学の真似事に過ぎない。これは著者の独断に満ちた，

狂信的な本で，その「証拠J というのは事例と引用である。

こういった指示代名詞の用法について本論で詳細に論じることはしないがおおよそ

つぎのようなことが言える:N/NPを先行詞とする指示代名詞は所調連辞文においての

み現われる(上例この制約のなかで N/NP照応の指示代名詞は， (1)先行詞の指示す

る対象が談話の参与者(話者又は・かつ聞き手)にとって既知であるか，未知(未特定)

であるか， という判断に基づいて用いられる・(2)人称代名詞と指示代名詞の双方が可能

な場合があり，このとき指示代名詞の選択は話者の主観的判断による。(1)の選択基準

が有効な文脈では基本的に指示代名詞に替えて人称代名詞を用いることはできない16)。

指示形容詞+N/NPがN/NPの照応形となる場合には指示代名詞の場合の様な構文

的・語用論的制約はない。指示形容詞+N/NPの結合における NPについてはEで言及

した通りである o 3人材、の人称代名詞は指示形容詞(+N/NP) と常に互換可能ではな

しE

304) s-h. Da umjetnost i businnes ne idu uvijek ruku pod ruku， pa cak ni s SAD， gdje 

Cini se， 0vaj sponajbolje iunkcionira， nedavno je pokazao slucaj izdavacke kuee 

Pantheona. 

IDANAS 22. 05. 19901 

芸術とピジネスが常にうまく手を携えていくわけではない。この結び付きが最も

うまく機能しているように見えるアメリカでさえ，このことを最近のパンテオン出

版社のケースは示している。

例304) では，指示形容詞+Nのシンタグム (ovajspoj)の先行詞は直前の文の NPそ

のもの (umjetnosti businnes)ではなく，テーマの一部を名詞句化したもの(芸術と商

売が結び付くこと)である O ここに人称代名詞(ここでは oni)を用いると，その先行

詞は rumjetnsotとbusinnesJ としか解釈できなし」これでは明らかに発話の意味が異

なってくる O 人称代名詞が付加的情報を含まない純粋な照応形であるのに対し，指示

形容詞はこのように，適切な名詞(句)と共に用いることによって直前の文のテーマ

に合まれる内容を名調(句)化して表すことができる。

b )先行文の Tを構成する述部(述語動詞，あるいはそれを含む動詞句)が指示詞

によって照応の対象とされる:

305) rs. nl-iUly 3TH 3aMeTKH B )lCHb， KOr)la Ha山 HXOKKeHCTbI BnepBble 3a MHoro 
JIeT nOTep只.1lH3BaHHe tJCMnHOHOB EBponbl…… o tJeM )/{e rOBopH.llOCb B KaHyH 
pe山 a柏山HXnoe及HHKOB? 0 TOM， tJTO c60pHa兄 CCCP，yBbl， nepeCTaJIa 6blTb 

6C30r 0 BOpOtJ H bl M中aBopHTOMMHpOBblX tJeMnHOHaTOB KaK 3TO 6仇ωblλ川oMHorH 

rO)lbl. 3TO rpycTHo c03HaBaTb， BC)lb Bce Mbl y)/{e npHBblKλH K TOMY，可TOy)/{ 

COBeTCKH抗-TOxOKKeH， 6e3yCJIOBHOλy可WHHB MHpy. 

IMH No. 18 06. 05. 19901 
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この記事を私は，わがアイスホッケーチームが久々にヨーロッパチャンピオンの

座を失ったその日に書いている O 決勝戦の前夜，何が話題だったか。ソ連選抜チー

ムがこれまで長年そうであったように，世界選手権の文句無しの優勝候補ではなく

なった，という話だった O これは認めづらいことだ。ソ連のホッケーが無条件に世

界ーだ，と言うことに我々はなれきってしまったので。

I::HO : = 6blTb 6C30rOBOpO可HblM中aBopHTOMMHpOBblX可eMnHOHaTOB] 

306) s-h. Tudman je od mene trazio da zaustavim referendum. Kao da je恒 mogu，

sve kad bih i htio. 

IDANAS 21. 08.1990] 

ツジマンは私に投票をやめさせるように，要求した。まるで私にそれができる

かのように。

Ito : = da zaustavim rεferendum私が投票を止めること l

述部が照応、によってつぎの文にリンクされるとき，発言に含まれる特定の要素が除

去されることがしばしばある O 述部に関していえば，疑問，条件，その他の叙想表現

に関わる要素や，時制，人称のカテゴリーがこれに当たる。こういったものが除去さ

れた，いわば不定形化された述語動詞，これを核とするいくつかの項からなる動詞句

などは指示詞の先行表現となる。

次の例では直前の発言が条件文で，指示代名詞の受けるのはその中の命題の部分の

みである O

307) rs. …... B M Y :3 bl K C C Il~ C T Y Jl a -00 Jl a : 11 (' B (' P 11 Y 1:0 H 0 T Y C P a:3 y C凡bl山 HO.A B 

)f{HBOnHCH ? To，可TOHa山 HHCKyCCTBOBCJlbl口Hca凡HJl (' C日TKHJICT TOJlbl{O 

ycyry6HJlO Hepa:36cpHxy. J1K)JlH HC :3Ha旧T，可T0 X 0 P 0 111 0， a可TO口凡oxoYI Jla)f{(' 

ec凡HX Y Jl 0 )f{ H H K H:3 B C C T e H， 3 T 0 (' III C H (' :3 H a tH1T ，可TOOH nOH只T可TOOH )f{HBCT B 

凡K>Jl兄X

IMH No.17 29. 04. 1990] 

(……)音楽の場合はまあいい，調子外れの音はすぐにわかるのだから O 絵画の場合

は? 我が国の芸術研究家達は数十年に渡り書いてきたことは混乱を深めただけ

だったO 人々は何がよくて何が悪いかわからない。芸術家が有名であるとしても，

それだけでは彼が理解され 人々の中に生きていると，ということにはならない口

m-1-2 

直前の文の Tとは，すでに述べたように，おおよそ表層の文の内容を命題化したも

のである D

308) s-h. U ovim je izborima najjaca bila koalicija nezadovoljstva ljudi. 

To je Cinjenica s kojom se moramo suoCiti. 1 prezivjeti je. Na miran nacin. 

IDANAS 15.05. 1990] 

この選挙では人々の不満という連合がもっとも強かった O これは我々が直面し，

生き延びねばならない事実である，それも落ち着いて O

309) sl.“V r附1Ini dovolj strasti， da bi se borila za oblast in delitev ministrskih polo. 

zajev.主旦 jepoglavitni razlog， da sem se odlo引laza sodelovanje z Zdruzenju za jugos 

lovansko demokraticno pobudo (UJDI). IDELO 19. 05. 1990] 

ハ
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談話の構造におけるスラブ語の指示詞の照応機能について

私には権力や大臣の地位を目指して争うほどの欲はありませんO それが，ユー

ゴスラピア民主運動連合と協力することを決心した主な理由です。

阻-1 - 1の b)で言及したと同様に T化にともなって発言の特定の要素が除去

されたり，個別的事象についての発言から一般化した内容へと抽象化のプロセスが進

むことがある:

310) rs. B PyMbllll1H 6bI.汀apeBOJlIOIlH兄， TO C'CTb HapOJlHbl品 B3 P bl B， K 0 T 0 P bl必

刷、peBepllyJIH OTBepr OKOII可3H'凡blIOBCIO cHcTeMy CTa凡HHCKoroKOMMyHH3Ma. 

B .llpyrHx CTpaHaX 3TOT nepexoJl ocy山 eCTB凡eHC onopot'I IJa CTapbl(' CTpKTypbl， 

.l(3)f{e HaぐTapblef1ap丁目訪日ble CTpyKTypbl. B PyMblHHl1 3TO 6bl凡oHeB03M())KHO. 

Mbl BCe .llOJl}l{Hbl 61>1凡HH306pecTけ CcaMoro HayaJ13 

[MB No. 14. 08 04 19901 

1レーマニアでは革命がありました。つまりスターリン主義的共産主義体制を覆し，

否定した民衆勢力の爆発です。他の国ではこの転換は旧体制の側からの支持，党の

支持さえ受けて実現されましたO ルーマニアではこれは不可能でドしたO わたしたち

はすべてを全く始めから考え出さねばなりませんでしたO

ここで 3TOTne pexo凡の直前の Tはルーマニアで起こった革命という個別的現象で

ある O それがつぎの文へリンクされるにともない r(スターリン的共産主義の打倒によ

り実現された)社会の転換」という般的な現象に置き換えられている D さらに続

く「他の東欧諸国でIH体制の支持を得た転換が実現されたこと」という Tが「旧体制

の支持を得た転換が実現されること J という一般的な Tとなり「これはルーマニアで

は不可能だった」と談話が続いている O 名詞(句)のJl引必で不完全|司一指示と言うこ

とが指摘されている 17)が， これを談話レベルに拡大した r談話における不完全同一指

示」とでも呼ぶことのできる現象があると考えられる。

m-1-3 

照応関係に，直前の文の単一婦の Tではなく，先行する文連続の複数のTが並列的に

合まれることもある:

311) rs. --51 XC}Te ，Jl 6 bl可eCTHO.llC，JlaTb CBoe .lleJlo. rIoc凡eHa3HayeHHH MHe Ha.110 

6bl凡()Bcex XOpOLlIO y:H1aTb H .l106HTbC河 coBCeMI1 COr，JlaCH只 BCOIWTC MHHHCTpOB， 

a 3(1 TeM 110凡ylIHTbOLl06peHHe 113山 11XnpOrpaMM OT 061HeCTBa H HaCeJleHI1月

3TO yJla汀OCb JlyMalo， '~TO Tenepb日 O可eHbXOpOllIO f10IlHMa的 KaKHM6bl凡O

no凡O)f{C'HHeTpyJl 珂 II~HXC河口PHLJaymecKy. OHO OKa3a凡OCbJla)f{C xy}l{e，可eM兄

npCJlnOJlara.rl. 

[MH No.141 

私は誠実に仕事をしたいと思います。任命後，私は皆を良く知り，閣僚の合意を得，

その後，私達の計両について社会，国民の賛同を得なければなりませんでした。こ

れはうまく行きました O 今にして私はチャウシェスク政権下で働いていた人々の立

場がどんなだったかよくわかります。私が考えた以上にひどいものでさえあったで

しょう O

312) s-h. BELRIN - Od 2. srpnja IstoとnaNjemacka napusta socijalizam prelazi u 

kapitalizam， nastaje monetarna， privredna socijalna unija sa SR Njemackom. Pre-

門
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子

racunjavanje koliko ee 包 kostatii analize sto ee 恒 znaeitiza dosadasnji politieki Istok 

i Zapad Evrope dvije su najvrelije teme ujedinjenja. 

恵谷

宮

、司瞬

、，
、一

[Danas 22. 05. 1990] 

ベルリンー 7月 2日から東ドイツは社会主義を放棄し資本主義に移行し， ドイツ

連邦との通貨，経済，社会統合が始まる O これがいくらかかるかという換算仁

れが今日までのヨーロッパの政治的東西にとって何を意味するのかという分析，

の 2つが統合のもっとも熱い話題である O

m-1-4 

先行する文の連続から導きだされる事柄が照応の先行詞となる O これは上記 3が複

数の Tを並列的に先行表現としたのに対しTの連続から得られる帰結，あるいはそこ

に含まれる合意情報を先行詞とする:

313) rs. nOcJ1e pl1TyaJ1bHbIX nellleYHblX XO，llOB OT KOpOλ冗(1.e4 e5) coxpaHeT-

C兄 BHeWHeCOBepweHHO cHMMeTpWII-Ia冗日03H日M兄.Q，llHaKO 3TO HJ1J1的3H只.

Pa BeH CTBO B03MO)K HOCTe抗 TOJ1bKOKa )K yu~eec 兄 6e凡 ble MoryT H36paTb日凡aH

aTaKH H HeMe，llJ1eHHO HayaTb ero npOBe，lleHHe，可epHbleTO)Ke MoryT HaMeTHTb 

日λaH，HO ，llOJ1)KHbl氷，llaTbXO，ll napTHepa. TaK乃HcymecTBeHHa 3Ta pa3HHua? 

[CaMoyYHTeJ1b， 28] 

キングの前のボーンからの定石 (1. e4e5) の後，外見的には全く対称的なポジ

ションが保たれる O しかしこれは錯覚だ。 可能性の等しさは見かけだけのもの O 白

は攻撃の手を選び，すぐにこれを実行できる O 黒も作戦を練ることはできるがあい

ての手番をまたなければならない。この違いはそれほど重要なものだろうか。間違

いなくこれだけはいえる:初手では余分な一手が主導権を与えてしまうのだ。

6eccnopHO O，llHO : B ，lle6lDTe凡HUJHH抗 XO，ll口03B0J1HeT3aXBaTHTb HHHUHaTHBy. 

m-1-5 

直前の文脈で語られる内容のみならず，

Tを先行表現とする場合がある:

314) rs.“CaMoyYHTeJ1b山 aX M a T H 0 i1 H r p bl:' n p e ，ll J1 a r a e M bl必BHHMaHHIDllHTaTeJ1冗，

照応、形を含む前後の文脈で語られる T.H

Kap，llHHaJ1bHO OTJ1HyaeTC兄 OT，llpyrHx KHHr ，llJ1冗 Ha可HHa的 mHX山 aXMaTHCTOB.

(……) B-TpeTbHx， H 3TO rJ1aBHOe， aBTOp ，llOJ1ro 06，llyMblBaλ 口λaHKHHrH H pe山 M凡，

可T0 Y Y e 6 H H K H a ，ll 0 n 0 C T P 0 H T b T a K H M 0 6 P a 30M， II T 0 6 bl n 0 H e M y H a ，ll 0 M 0 r J1 H 

o6y可aTbCHcpa3y o6a口apTHepano Hrpe H TOT， KTO凡的6HTaTaKOBaTb 6eJ1bIM， 

H TOT， KTO凡的6HT3a凹 M凹 aTbC冗 qepHblMH.

[CaMoY'IHTeJ1b， 9] 

読者にお目見えするこの「チェス独習」はその他のチェスの初心者のための本と

根本的に異なる(……)第三に，そしてこれが一番重要なのだが，著者は長い合い

だ本の構想を練り，自習書は白になって攻撃したい人，黒で守りたい人の両方が同

時に学べるような形で構成されるべきだという結論に達した O

m-2 
指示詞によって T.HTは続く文にリンクされる O その組み込まれ方は具体的には

指示詞の格形態によって示される。リンクされた文のなかで照応の指示詞はいかなる

28 



談話の構造におけるスラブ語の指示詞の照応機能について

格形態もとることができる O そこで果たす文法的機能は主格主語，対格目的語，ある

いは斜格目的語，理由や原因，目的などを表す前置詞句など多岐にわたる O ただし

N/NPを先行詞とする指示代名詞の場合， リンクされる文が常に連辞文であるというこ

とから，その格形態は主格形のみである O

リンク先の文で指示詞は，多くの場合文頭又はこれに近い位置におかれるO これは

スラブ請に共通する特徴である，情報の新旧と語順の関係を反映している。つまり，

新たに付け加えられる情報は，すでに語られた情報である指示詞に対し後置されるこ

とが多い。従ってこのことはまた，指示詞はいわゆる主題・題述関係を問題とする文

の機能分析でいうところの主題に含まれることが最もおおい， と言うことも意味す

る18)。

基本的に，文脈照応の場合，直前の文の T (あるいはその一部)， H Tを受ける D 談

話の中である T/HTを飛ぴ越して，より先行する T，H Tをを受けるような照応は原

則として起こらない。ただし，直前の文あるいは文連続が明らかに挿入的なものであ

るときにはこのような飛び越しが生じる:

315) rs. (……) B 3TO 8pCMH H napTOpraHl13aUl1冗X y)f{C '111Ta凡l1110KJla11 XpYLUe8a 

- TaKaH KpaCHaH KHHi川町{a，xpa山JlI1ce 8 napTKOM08CKl1X ce泊中ax.A H eLUe 

110 3TOrO MHOrOe CJlbl山 aJl: 80 BpeM匁 Cbe311a6blJl 8 KOMnaHl1l1， TaM 011I1H 11eλe. 

raT pa30TKp08CH川 aλC兄.月 HC XOyy Ha3bl8aTb cro 中aMHλM的 …・・・ M 兄 nOnpOCHJl 

OJlC山 KOBCKoroー OH Tor11a 1110中CpOM pa60Ta.n ua aBapH抗HOH Ma山l1H e B 

“MOC80 110Ka Ha凡C"- 83月TbMCHH ua C06paHl1e 8 C8010 KOHTOpy. npl1山九日， ceJlI1 

TI1XOHbKO B yrJly， HI1KTO Ha Hac 8川 MaHHeHC 06paT川，山0中CP bl n 0 C Jl e C M e H bl 

11pCMaJlI1， a 河 8ce 3a口OMHHλY MCH河口aM河Tb HCnJlOXa河，日 11a)f{C Kor 11a 

I1HTCpBb的 6paJl KaK )f{ypHaλHCT， nOYTI1 H"円 cro He 3anHCb1BaJl. BI111I1Te， l1 

ce訪日C，QCPC3 COpOK - TfHI11uaTb .nCT， Bce中aMH.JII1H nOMH旧…

月 pe山 Hλ，可TO3TO He06x011HMO nepC11aTb Ha 3ana11， H Bhl6pa凡 A乃兄 3Toro

ll)f{OHa. 

[MH N 0.32， 12. 08. 19901 

当時党組織内部ではすでにフルシチョフの演説が読まれており，あの赤い小冊子

が党委員会の金庫に保管されていました。私も色々耳にしてはいましたO 大会の時，

その場にいたんです。そこである代議員がすっかりうちとけて何でも喋ってくれま

した。彼の名を言いたくはありません…そして私はオレシコフスキー，当時レッカー

車の運転手として働いていましたが，彼に頼んで彼の事務所の集会に連れてっても

らいました O 着くと私達は隅に躍りました O 誰も私速に注意を払いませんでした D

運転手達は交代の後で居眠りしていたし，で，私は何もかも記憶したのです。私は

記憶はいいんです。記者としてインタビューを取るときだってほとんどメモなど取

りませんでした。今だって，ほら， 40年， 30年もたった後でも名前を皆覚えている

でしょう。

私はこれを是非とも西側に伝える必要があると思い，そのためにジョンを選びま

した。
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U 

このように指示詞は談話の様々な構成要素を照応の対象とする O そこで指示詞が照

応するのは談話のどの要素かを開き手が如何に正しく把握するかが談話理解の重要な

鍵となる O このためには，聞き手が先行する丈連続のHTを適切に理解していること，

リンク先の文が文法的に適格で、あることが最低限の条件となる O さらにリンクが適切

であるために， リンクされる内容とリンク先の文の構成要素の聞に何らかの選択制限

が作用すると考えられる O

指示詞とその他の照応表現(人称代名詞，所有形容詞など)との機能分布もまた，

明らかにされるべき問題である O その一つは田-1 - 1で言及した Tに含まれる

N/NPを先行詞とする指示詞の場合であった O

また， 日本語の指示詞に関して次のようなことが指摘されている:

316)弟は車を売った。そしてその金でアメリカに行った O

317)母は以前車にはねられた。その後遺症は今も続いている O

これらの例で指示詞+名詞のシンタグムは，それぞれ「車を売って得た代金J r車に

はねられた(交通事故による)怪我の後遺症J という，先行文脈で語られることの結

果を先行詞とする O これが可能なのは r(車を)売るJ r車にはねられる」ことが「代

金を得るん「怪我をする」ことをそれぞ、れ合意する， という前提に立脚していると解

釈される19)D これに加えて日本語の場合，指示詞が所有，所属の関係， f![Jち，スラプ

語や他の印欧語ではしばしば所有形容詞や属格(生格)で表される関係をも表現する

という点を考慮にいれる必要があると思われる O

これに関連して，指示詞と所有形容詞，名詞(七J) の生格による表現の関係もまた，

名詞句の限定表現という観点から見直す必要があると考えられる O

U 結語

本稿ではスラフ守語の指示詞が談話構成上果たす機能について考察した O 本稿で指摘

したことがらを以下にまとめる O

(1) 談話の単位として文がある O 文は一つ以上のテーマ，即ち文の中核となる命題的

な情報を持つO さらに，テーマTの上位概念としてハイパーテーマHTを考える O

これはいくつかの Tを並立的にあるいは階層的に含む意味情報の単位である o H T 

自身階層的でありえ，複数のHTを統括する HTが考えられる o T . H Tからつぎ

のTへのリンクが適切であるか否かが談話の構成上重要である O このリンクは様々

な語葉，形態的手段によって表現されるがその中に照応表現も合まれる O

(2) スラブ語の指示詞は直示指示と照応の機能を持つ。スラプ語は指示詞の形態論的

構成により 2項体系になる言語と 3項体系になる言語に分けることができる。 2

項体系の例として取り上げたロシア語の指示詞は照応機能という点からみると a方

の項 ([3TOT]) が中心的で，他方 ([TOT]は胤縁的である o 3項体系になるセルピア

クロアチア語やス口ヴェニア語でも一つの項が照応機能の中心となりその他の項は

これに対し補助的に働く O

(3) 指示詞には形容詞，代名詞(形容詞の中性単数形と|司形)，副詞として機能するも

ハUqJ
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のがある O

(4) 指示詞の照応機能の特徴はT'HTに対する照応形となることにある O この機能

はT'Hの階層性と平行的にいくつかのレベルに分けることができる。即ち:①照

応先がTの一部(述語，述語動詞，これを含む動詞句:名詞句の指示対象など)，② 

T，①直前の丈のTを含む，いくつかのTを並立的に合むHT，④先行文脈の内容

からの帰結としての HT，①照応、形の前後を含む文連続の HT 0 

名詞(句)を先行詞とする場合，照応形には三人称の人称代名詞が用いられる。た

だし，連辞文という特別な環境において指示代名詞が用いられる O また，スロヴェニ

ア語やチェコ語では，指示形容詞が人称代名詞に代わり用いられる O

T/HTから Tへのリンクは照応形がつぎの文のなかに適切に組み込まれて実現され

るO 聞き手側からの適切性の判断は先行文脈で語られた Hを正しく理解しているか，

という点と，組み込まれた文が文法的に適格であるか，と言う点の 2つを条件とするが，

後者の場合，先行文脈の T，Hとリンク先の文と構成要素との問に何らかの制限選択

が働くと考えられる O

q
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注

1)同一指示と言語表現の関係については中世以来様々な研究が論理学の側からなされてきた。こ

れに関しては枚挙に暇がないのでここで言及はしない。近年の言語哲学上の論争においては

Frege， Russel， Strawsonを始め， Postal， Donnellanなどの研究が他の多くの研究に大きな刺激を

与えたことは周知の事実であろう o Frege， G.， U ber Sinn und Bedeutung，in Geath & Black ed. 

Translation from the Philosophical Writings of G. Frege， Blackwell， 1952， pp.56-78 ; Strawson， 

P. F.，“On referring" Mind， 1950， No.59， pp. 320-344 ; Postal， P.， Linguistic anarchy notes， 1967 

in McCawley ed. Syntax and Semantics 7， Academic Press.， 1976 ; I:?Qnnellan， M.，“Refe.r-ence and 
definite descriptions" Philosothical Review， 1966， no.75， pp. 281-304 ; Allwood， Anderson， Dahl， 

Logic in Linguistcs， Cambridge U. P.， 1977 (邦訳『日常言語の論理学』公平・野家訳，産業図書，

1979) 

2 )ハイパーテーマ hyperthemeという用語は例えばDaneき， F.， FSP and the organization of the text 

のなかに見ることができる。ただしこの Danesのなかではあるテクスト，その一部，段落のま

とまりなと'tJ'~持つ，既知情報という意味での複数の主題，と定義されている: Dane F.， FSP and 

the organization 01 the text， Papers on Functional sentence perspectives， Janua Linguarum， Prague， 

Mouton， 1974， pp. 109-110. 

3) Grice， H.， Logic and Conversation， in P. Cole， J. Morgan eds. Syntax and Semantics 3.， Academic 

press， NY， 1975， pp. 41-58 

4) Lyonsによれば発話が(義務的あるいは付加的な)ストレス，イントネーションあるいはしかる

べきパラ(副)言語学的調整 (paralinguistic modulation) を受けたとき (~p ちこの場合指差し行

為など)，代名詞は直示的と受け取られるという:Lyons， J.， Semantics. London， 1977， p. 664. 

5 )これについては例えば Yule，G.， "Pragmatically controlled anaphora"Li昭 ua.49，1979，pp 

127 -135. Pragmatically controlled anaphoraでは先行詞は(先行文脈になく)状況，あるいは

話者の egocentncな判断に基づいて選択される。ここでの egocentricはChafeの言うところの

“Whenever a speaker's knowledge is such that， for him， consciousness of X necessarily entails 

consciousness of Y， he will assume that the addressee's consciousness of X entails Y also. 話者

の知識が Xを認識することにYへの認識が内包されると考えるようなものであるとき必ず，

話者は聞き手のXに対する認識もまたYを内包すると確信する)"ような状態であるという o cf. 

Chafe， W.， "Language and consciouness" Lα時 uage，50， 1974， p. 130 

6) KpaTKaH pyccKaH rpaMMaTlfKa， MOCKB3， PyCCKHH H3bIK， 1989 r. CTp. 203. 

7) PyccKaH rpaMMaTHKa， Praha， 1979， 1. CTp. 469. 

8) Kostie， Dorde， Operativna gramati如 sゆskohrvatskogjezika， Beograd， Prosveta， 1987， pp. 121-124. 

9) J uranCie， 1.. Slovenaeki jezik， Ljubljana， 1965， p. 134. 

10) J uraneie， op. cit.， p. 121 ; Toporisie， 1.. Sl仰 ensk，αslovnica，Maribor， 1984， p. 276. 

11) Jurancie， op. cit. p. 121 ; Toporisie， ibid. 

12) チェコ語では指示形容詞 tenが人材、代名詞に代わり名詞(句)の照応形として用いられる:

・…Byljednou jeden kral a住旦 meltfi syny ;た
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17)いわゆる sloppyidentityとよばれる現象はたとえば Postalが次の例(しつぼの落ちた鰐の話)

で不している:

My tail fell off， but it grew back. 

このとき itは落ちたしっぽと完全に同一ではありえない。このような不完全同一指示を説明す

る試みとして近年ではメンタルモデルを用いた理論が提唱されている:Postal， P.， Linguistic 

anαrchy notes， 1967. in McCawley ed. Syntax and Semantics 7， NY， Academic Press， 1976 

Fauconnier， G.， Espaces Mentaux， Edition de Minuit， 1984 (邦訳『メンタルスペース』坂原 茂ほ

か訳，白水社. 1987年); Johnson‘Laird， P. N.， Mental Models， Cambridge University Press， 1983. 

(邦訳『メンタルモデル』海保博之ほか訳，産業図書.]988年)

18) ANAの指示詞が主題に合まれることはしばしば指摘される。たとえばPyccKaHfpaMMaTI1Ka， 

Praha， 1979. ~. 1450-145l. 

19)山梨正明 r文脈と言語理解の諸相JM『日本語学JJ. 明治書院. 1987年.6巻.26-33頁。

用例出典

MH : MOCKoBclole HOBOCTH (rモスクワニュースJ)

OrOHeK (rアガニヨークJ)

6pOH山 TeHH11. 11.， CaMoY'H1Te.lIb luaXMaTHOH Hrpbl， M.φH3HKyJIbTypa H cnopT， 1988 
KHM A.， J10TOC. COBpeMeHHaH MOCKOBCKa河口oseCTb，MOCKOBCKHli Pa604HH， 1989. T. 2 

DANAS (rダナスJ ユーゴスラピア ザグレプ発行週刊誌)

DELO (rデロ」ユーゴスラピア リュブリアナ発行日刊誌)
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AHa中OpHYeCKa只中yHKUH51 yKa3a TeJIbHbIX 

M e C T 0 H M e H H bI X C JI 0 B C JI a B 51 H C K H X (p y C C K 0 r 0， 

cep60xopBaTCKoro H CJIOBeHCKOrO) 

日3bIKOBB CTpyKType ，llHC KypC a 

K3前KOMY1T AHY1 

B HaCTOHLueIi pa60TC paCCMaTpl1BaeTC日 aHa中oP H '1 C C I{ a 51中yllKUH只 yKa:泊 TCJlbHblX

MCCTOHMeHHblX CJl08 C凡 a8只HCKHX 只3blKOB 8 CTpyKTypC JlHcKypCa. UC06eHIIO 

ωpaLUaCTC51 8HIIMalllle lIa TO，川K中yllKUl¥OIlHpyKHyKa3aTC，TJbllble MeCTO川 eHlIl>lC

CJl08a KaK aHa中opa 1l，TJ冗 yKa3aHH只 Ha COJlCp)f(aHH只JlHcKypca B pea凡H3alUBI

C8兄3HOCTlIllHcl<ypca 

n pe 1l，TJmKC 11 HC C 'HITa eM e JlHHHUC i1 llllC K Y P C a. K a)f( 1l0e n pC 1l凡υ)f(CHHCHMeeT no 

KpaHHci1 MepC 01lHylu TCMy. TepMHII“Tl'Ma，" B OT凡IfllHeOT TOrO )f(e TCpMl1l1a， 

1< 0 T () P bl t'1 fl 0凡 b3yCTC兄 B a川J1H3C中yllKLlH川 a凡bHOl1 rpaMMa丁目KH，TpaKTycTc河 B

llaHHO前 pa6c)Tc KaK 口pOl103HLlllOlla凡bHOC COllCp)f(elHHC llpCll凡O)f(eHH兄 11

nOHHMaCTC兄 Kal< C，ll.I1HHua CBCJlCIIIIII， f1CpC，ll.aBeH'MbIX OJlflHM llpe，ll.凡 O)f(CHHCM.

Ec凡H TCMa 口pCJ1CTaB凡冗CT C 0 6 0 ~í C JlIIII H II Y C 8 C JH' 11 I1 rl II p C 1l凡O)f(C IHI兄 TOMO)f(HO 

llpCん河O)f(HTbnOH珂T11C“Ti111CpTCMa(hypertheme) " I<a K C llHHHua CBe JlCHH前， nepClla-

8aCMblX p兄1l0 M n p e ，ll..l1O )f( C IHI Ii 8 Jlll C K Y P C a x. r H II C !H e M a C 0 C T 0 H T H:3 60 ，TJ C e 0 1l H 0“ 
TeMbl， llapa凡凡C凡bH 0 II.TBl 11 C P a P XlJlI C C 1< H P a C II 0凡o)f( C H H bl X 8 C T P Y K T Y P e 1l H C K Y P C a 

r H n C p T C M a C a M a M 0 )f( e T 6 bl T b C 0 C T a B ，TJ兄的山HM 3 ，TJ e M C H T 0 M B K 0 H中日rypallHH

Jl P Y r 0 t'1 r 1I11 C P T e M bl H C P a P X H'I C C K 11川Il山 CTflCII札 KOH中l打 ypallHH r川 lepTCM11 

C8只311，pc a凡H:3 0 8 a H 11 bl C M C )f( Jl Y T C M a M 11 / r H II C P T C M a M H 0 fI P e Jl C JI只的T CTpyl<Typy 

凡HCKypca

C T ()ll K H :3 P C 11 H兄 pea凡H3a11HII C B兄:3HOCTH llHcKypca Ba)f(HY的 pO凡b HrpaeT TO， 

OCy1HCCTB，TJ河CTC冗凡H nOllxoll 只 ll~a 兄 CB 冗 3b MC)f(J1Y TCMOil / rllllepTeMOH H C .JICllyloll~eì1 

TCMOj;'1 3Ta CB51:3b 削 )Ipa以 ae T C 51 P a :3 ，TJ H '111 bl M ¥1 .11 C 1< C H '1 e C川 MHH MO中OJlOrH'ICC附 MH

C P e 1l C T B a M H， M C )f( Jl Y 1< 0 T 0 P 1>1 M 11 H a X 0 II冗TC只 H Y K a :~a TC凡 bH bl e M e C T 0 H M e H H 1>1 C 

C JIOBa 

Y K a :3 a T C ，TJ b 11 bl e M C C T 0 H M C 11 H 1>1 e C ，TI 0 B a 8 C凡a8冗HCKHX兄3bll<aXHMe旧 T1l8e r凡a8HblX

中ylll<lllli'lllC的K丁目lJCCKyKJ 11 aHa中oP 11'1 e C 1< Y 10. 13 C B兄3H C MOp中OJlOrH可CCKO泊

CHCTCMOH yKa3aTc凡bHblX MCCTOIIMCH H blXぐ凡08C凡aB日IICI<HC兄3bll<H pa31le λ51 K)TC月

Ha Jl8C rpynnbl TC， B KOTOpblX pca凡Il3yCTC51 118y'l凡C1111 0 C fl P 0 T H B 0 II 0 C T a 8.TI C H H C 

B 0 H T () lU C 11 H H 11 a 1l a 11 11 Y K) K a T e r 0 p H 10 C凡o8 11 T C B K 0 T 0 P bl X P e aλH:3yeTc河

TpCXlJ凡 CH H(){' 11 pOTllBO IlO CTa BJIl' 11 11l'. B凡a11 H () ti P a 60 T e B 1>1611 P a e M K a K fl P e 1l M C T 
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paCCMOTpeHH兄 pyCCKHH H3 nepBOI1 rpynnbl 兄3bIKOB，a cep60XOpBaTCKH必 H

CJ10BCHCKHH H3 BTOpOH rpynnbl 升3blKOB

日 pyCCKOM 日3blKe B paMKaX Jle抗KTHlJCCKO品中yHKUHH，OCHOBHOe 3HalJeHHe 

KOTOpOH 3aKλ 的 'laeTC列 B lienOCpeJlCTBeHHOM yKa3aHHH Ha npeJlMeTbl， npOTHBO-

nOCTaB 乃冗的T yKa3aTeJ1blihle MeCTOHMeliHble C λOBa 3TοT H TOT Jlpyr Jlpyry B 

OTHO山 eHIfH n pOCTpallCTBeH HOH OT JlaJleH HOCTH n pe llMeTa OT rOBOp河w，ero.

B c.J1y山 leafJactOp川 CCK州中yHKUHI1， OJl川KO，XapaKTep JlBylJJleHHOCTH npOTHBO-

nOCTaB九CHH河 3THXC凡OB CHHMaeTC兄， B 60J1bU1HHCTBC C 乃'1aCBynoTpe6.J15IeTC冗

C凡OBO3TοT KaK aHa中 opa，a TοT ynoTpe6凡河 eTC匁 B 1'aKOM CJ1yllae， Korlla B 

npeJl凡(}}f{CHHHeC1'b lIeOOXOIIHMOCTb OTCblλaTb K a 11T('L{e Jl ellTy， HaXOJl兄叫eMyc日 B

CI1H1'a K cWlec 101 oO.nec OT lJ.a λeHHOM noλO}f{eHI1H. 

B cepOOXOpBaTCKOM H C九州eHCKOM 河川IKax MOp中0J10rH'leCI<a珂 CHCTeMa

yKa3aTeJ1bHblX MeCTOHMeHHblX C凡OB o6Hapy}f{HBae1' TpeX'1凡ellllocTb B 3TO前

CHcTeMC no npH311aKy npOC1'paHCTBClIlIO“ι耳目30C1'l1/ 01' Jla.nCHIIOC丁目口 p01'HBono-
C1'aBJ1eHbl s-h. ovaj-tajー仰の;s1. ta-tisti-oni 1'aKHM OOpa30M，可1'0 c.nOBa仰 α:jH ta 

yKa3blBalOT HeI f1peJlMe1'bI， HaXOJl月 11HICC珂 n06J1H30CTI1OT rOBOp兄山ero，taj 11 tisti 

Ha npe，LlMCTbI OTD.a凡CHlIbICOT rOBOp冗l1{erO1川 11O.耳目3Kl1C K C凡YLlJ a Te J1 K)， a onaj H 

oni H a n p C /1 M e T bI C T 0可KH 3pCHH月 rOBOp兄Lucro 60凡 e(' 0 T Jl a .n C H H bl e H 0 T 

rOBOp5I叫('r 0 H 川 CJI Y 111 a T C.TI H. K 0 r Jl a p e '1 b H Jl e l' 0 a 川中OpH'IeCKO訪中yHKUHI1

3TOT TpeX'LnellHblti XapaKTep 060l1X 兄3blKOBpeJlyLHlpyl'TC河 B llBylJJleHHOCTb. 

B cep60XOpBaTCKOM no凡 b3ylOTC冗 ovajH t，句 KaK OCHOBlIhle aHa中oP 11'1 C C K H e 

C.JJOBa 6e3 Jl日中epeHl{H川 HH B C Y 11{ (' C T B e H H 0 M 3 H a可CHHH，OCT山.11H冗仰句 MaprHHa凡b-

HblM no中YH I{ llll H a H a中opbI. B c凡OBeHCKOM pellyKUH兄 TpCXlJ凡eHHoi;i CHCTeMbl 

peaJ1J13ycTc日 TaK，lJTO alla中OplllJCCKylO中YHKIIH的 BblflOJIH只CT 刊山 e BCerO 

M e C T 0 H M e H H 0 C C.JJ 0 B 0 ta， y K a 3 a T e凡bHblC CJ10Ba tisti H oni TaK}f{C CnOC06Hbl 

Bbl no凡 HHTbaHaφo P 11'1 C C K Y 10中YH K II H K)， H 0 C H e K 0 T 0 P bl M H M C B 0抗CTBCIIHblM

3 11 a '1 e IHI e M. 

YKa3aT ぞ刊λb凶111山b附》

TO凡bKO K Ha3BaH日釘MH cy6cTalIlHI抗 a 1'aK)以Ke K COJICP)派KaHHK的JlHcKypca.

口apa.J凡IJ1C仏町刊f人汀川J凡7刊Ib凶110 C I1cpapx川 CCKHMH KOH 中日rpa削 HMII Tl'M / rHncpTeM 

a問中OpWICCKHe OTHOU1eIlHH B JlI1C町 pcax pa311CJI5II{】TC月間肘CKO.nbKO

CTenCHe~.CO Jl CpmaHH月日 .JIH ceMa HTI1'1CC KI1l' C JU1H Hllbl ，l1l1C K yp C a， K KOTOp bl M OT-

Cbl凡aKH  Y K a 3 a T l' .J1 blC M C C T 0 H M C 1111 blC C JI 0 B a - 3 T 0 (' C T b 1) T C M bl， T. C.可aU{(' Bce ro 

a) HMCHHblC H川 Ib) r¥JJaro凡bHblCKOMnOHCHTbl COCTaB九日 1011{I1C TCMy ; 2) TCMa， 

nepellaHHa河 B n p C Jl bl Jl Y ll~ C M n p e Jl.河O}f{eHHH; 3) rl1nCpTCMa， B l":OTOpOH 3aKJ1旧Ya-

旧 TCH HCC 1<0凡bKOTlO CB河3HOCTHJUlcKypca napaJ1凡C凡bHO pacno凡O}f{CHllbIXTCM 

4) rHnepTcMa， I<OTOpa冗 nOJly'laeTc月刊CP e 3 0 T H 0 111 e 11 H河， YCTa 11013凡CH H bl e M e }f{ Jl Y 

TCMaMH / I'I1TICpTCMelMIi口 pe Jl bljl Y ll{ e r 0 p河Jla npeJlJlO}f{CHI1H 5) rHncpTeMa， 
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-谷恵子

KOTopaH BbIX011HT H3 P冗11aTeM He TOJJbKO npe11bl11YLll.HX， HO H nocλe11yIOLlI.HX 

npe11λO)l(eHHH. 

TaKHM 06pa30M yKa3aTeJJbHWe MeCTOHMeHHWe CJJOBa yKa3wBalOT Ha 

pa3Hoo6pa3Hble CTeneHH CeMaHTH可eCKHXe11HHHU 11HcKypCa. YYHTblBa只 3TO

HBJJeHHe， MO)l(eM 3a11aTb BOnpOC 0 TOM， KaK c.ny山 aTeJJIOOTKpblBaeTC冗 TO，Ha 

KaKHe KOMnOHeHTbl H..J1H KaKHe 可aCTH TeM / rHnepTeM rOBOpH山 HH XOyeT 

yKa3blBaTb B 0口pe11eJJeHHOM KOHTeKCTe. 

3TOT BOnpOC Ha110 o6cy)l(11aTb H C yyeTOM rpaMMaTHYeCKO抗日

叩 arMaTHyeCKOH中yHKUHH MeCTOHMeHHblX C.lIOB B 口pe11λO氷 eH川 X，B K 0 T 0 P bl X 

OHH ynoTpe6JJ兄IOTC冗.

MeCTOHMeHHble aHa中oP H Y e C K H e C JJ 0 B a 11.n H y K a 3 a H H河 HaTeMbl / rHnepTeMbl B 

OCHOBHOM CnOC06Hbl BbIIlOJJHHTb凡的6y的 rpaMMaTHYecKylO中yHKUH旧.npH HX 

BKJJ的可eHHH B npe11~O )l( eH目白 Ka )l( eTC 冗 11e 抗 cTByeT TaK Ha3blBaeMOe 

H36凶paTeJJbHOeOrpaHH可eH H e (selective restriction) 11凡冗 Toro 可To6bl He 6blλO 

npOTHBOpeYH河 Me)l(11Y C011ep)l(aHHeM， yKa3aHHblM aHa中OpHYeCKHMCJJOBOM H 

COCTaBJJ兄的LlI.HMHKOMnOHeHTaMH npe11，nO)l(eHH冗， B KOTOpOe BK九回可aeTC兄 11aHHoe

aHa中OpHYeCKOeCJJOBO 
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